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【
曽
山 
信
彦
】 

当
院
に

と
っ
て
患
者
様
を
診
療
す
る
こ

と
に
加
え
て
、
も
う
１
つ
の
役

割
は
介
護
保
険
の
利
用
者
様
と

共
に
高
齢
者
の
尊
厳
を
守
る
ケ

ア
を
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。 

 

医
師
と
し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

思
い
で
昨
年
一
月
か
ら
一
年
間

を
か
け
、
毎
月
一
冊
の
テ
キ
ス

ト
学
習
と
演
習
問
題
の
提
出
を

行
い
、
年
三
回
、
東
京
の
医
師

会
館
で
行
わ
れ
る
講
習
会
に
出

席
し
、
本
講
座
を
修
了
し
た
。 

①
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

単
な
る
機
能
回
復
訓
練
で
は
な

く
「
人
間
ら
し
さ
の
回
復
」
た

と
え
心
身
機
能
の
回
復
が
難
し

く
て
も
、
で
き
る
事
は
自
分
で

や
り
た
い
。
そ
の
人
ら
し
さ
を
。

あ
く
ま
で
ご
本
人
が
主
役
。
そ

し
て
専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
。 

 

②
Ｉ
Ｃ
Ｆ
（
国
際
生
活
機
能
分

類
）
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
プ
ラ
ス
思
考
で
考
え
る
。
訓

練
人
生
で
は
な
い
。
リ
ハ
ビ
リ

室
で
「
で
き
る
活
動
」
を
向
上

さ
せ
、
実
生
活
で
「
し
て
い
る

活
動
」
に
連
携
す
る
。 

③
痴
呆
は
超
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ
の

世
界
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を

ゆ
っ
く
り
と
向
き
あ
う
こ
と
で

ご
本
人
の
病
識
や
求
め
て
い
る

も
の
が
聞
き
出
さ
れ
、
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
。 

 

住
み
慣
れ
た
所
で
そ
の
人
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
。
医
療
と
介
護
の
原
点
に
も

ど
っ
て
、
明
る
く
前
向
き
に
、

ケ
ア
チ
ー
ム
で
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

老人性皮膚掻痒症 

年齢を加えてくると、皮膚の機能が低下してきま

す。具体的には皮脂（皮膚のあぶら分）と、発汗が

少なくなります。そのため、湿気の多い夏はしっと

りしていても、乾燥する冬になると肌がカサカサし

てかゆみがでやすくなります。“かゆみ”を感じる

部位は、主に膝から下の伸ばす側（すね）と大腿部

に生じます。ときに背中や腹部にも起こり、次第に

全身に及ぶと夜間に“かゆみ”が強く、睡眠が妨げ

られることも多いようです。 

アトピー性皮膚炎 

 アトピー性皮膚炎の患者様の肌は、健康な人に比

べると皮膚の防御機能が弱いのが特徴です。皮膚の

炎症を予防するには日常のスキンケアが特に重要

です。皮膚を清潔に保ち、水分と油分を補給するこ

とで、皮膚をよりよい状態に保つことができます。 

 以上のように、入浴、暖房、食生活といった生活

習慣を改めていくことで効果的に肌のトラブルを

改善、予防することができるでしょう。 

 何かご不安な事がございましたらお気軽にご相

談ください。 

日常生活上の注意 
●入浴 
①１日に何度も入らない。又、熱い湯に長く入らない。 
②ナイロンタオルやブラシなどで身体を洗わない。 
③風呂上りの水分を取る時はバスタオルなどを引っ
掛けるだけで自然に乾かす。 

④体を洗う際に石鹸は傷つけるので乾燥肌用の洗浄
剤を使う。 

⑤湯船に硫黄浴剤の入れすぎに注意する。糠袋を入れ
るのはよい。 

 
●暖房 
①過度の暖房やコタツは皮膚を乾燥させるので注意
する。 

②電気毛布は乾燥を助長させるので使わない。 
③加湿器の使用を勧める。 
④室温は低めに設定する。 
 
●運動と休息 
①いつも適度な運動を規則的にして弾力性を維持す
るようにする。 

②疲れないように適度な活動と休息をした方がよい。 
 
●食べ物 
①辛い食べ物はかゆみを引き起こすので、食べ過ぎな
いようにする。 

②アルコール飲料もやはりかゆみを増す原因となる
ので、ほどほどにする。 （看護師 谷岡尚子） 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す 

介
護
支
援
専
門
員
技
能

向
上
講
座
を
修
了
し
て 

 

乾燥肌とかゆみについて 
冬にはいろいろな肌のトラブルが起こります。そのなかで最も多いのは、かゆ

みです。気温が低いために体の新陳代謝が低下することに加え、空気も乾燥する
ことによってこうしたトラブルが多くなります。 

 


